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【
翻

刻

紹

介

】

天

理

大

学

附

属

天

理

図

書

館

蔵

『
新

長

谷

寺

縁

起

』

日

沖

敦

子

要
旨
　

天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
吉

田
文
庫
が
所
蔵
す

る

『
新
長
谷
寺
縁

起
』
を
紹
介

す
る
。

同
文
庫

に
は
、
『
新
長
谷
寺
縁
起
』

四
伝
本
が
蔵
さ
れ
て

い
る
。
星
田
公

一
氏

(-
)
は
、

こ
の
縁
起
を
藤
原
山
蔭
に
関
す
る
説
話
や
物
語

に
関
わ
る
も

の
と
し
て
早
く
に
指
摘
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
世
中
期
に

下
る
成
立

の
縁
起
で
あ
る
た
め
か
、
翻
刻
さ
れ
る
こ
と
は
な
か

っ
た
よ
う

で
あ

る
。
『
新

長
谷
寺
縁
起
』

は
、
事
柄
を
述

べ
る
順
序
や
文
量

(亀

の
報
恩
譚

と

総
持
寺
創
建
に
至
る
ま
で
の
経
緯
に
関
す
る
説
話
を
詳
述
す
る
か
否
か
な
ど
)

に
違

い
が
見
ら
れ
、

二
系
統
に
分
類
で
き
る
。

こ
こ
で
は
、
本
文
系
統
を
異
に

す
る
二
伝
本
を
紹
介
す
る
。
筆
者
は
、
本
誌
第
四
号

(
二
〇
〇
六
年

一
月
刊
)

で
、
大
阪
府
茨
木
市
常
称
寺
が
蔵
す
る

『
総
持
寺
縁
起
絵
巻
』
を
紹
介
し
た
。

総
持
寺

の
創
建
由
来
と
し
て
、
藤
原
山
蔭
の
説
話
や
物
語
は
繰
り
返

し
伝
え
ら

れ
、
近
世
期
に
は
豪
華
絢
燗
た
る
縁
起
絵
巻
が
制
作
さ
れ
た
。
総
持
寺
及
び
そ

の
近
隣

の
常
称
寺

で
こ
の
よ
う
な
縁
起
絵
巻
が
制
作
さ
れ
る

一
方
、
藤
原
山
蔭

に
由
緒
を
求
め
、
総
持
寺
や
常
称
寺

に
伝
わ
る
縁
起
と
重
な
る
内
容
を
持
ち

つ

つ
も
独
自
の
縁
起
を
持
ち
伝
え
て
い
た

の
が
新
長
谷
寺

で
あ
る
。
明
治
の
神
仏

分
離
に
よ
り
、
神
楽
岡
西
に
あ

っ
た
新
長
谷
寺
は
、
真
如
堂
内

に
移
さ
れ
、
天

台
宗
寺
院
と
な

り
、
今
は
十

一
面
観
音
像

一
体
が
安
置
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ

る
。
吉
田
に
あ

っ
た
当
時
は
、
藤
原
山
蔭
に
纏
わ
る
縁
起
を
参
詣
者
に
説
い
て

い
た
様
子
が

『
東
西
歴
覧
記
』
な
ど

の
近
世
資
料
か
ら
読
み
取
れ
る
。
伝
本

の

位
置
づ
け
な
ど
内
容

の
検
討
は
、
別
稿
に
解
題
と
し
て
記
し
た

い
。

[
註
]

(
1
)
星
田
公

一

「研
究
ノ
ー
ト

山
蔭
中
納
言
の
こ
と
な
ど

〈V
〉
」

(『
同
志

社
大
学
大
学
院
研
究
会
報
』
第
八
号
、

一
九
七
七
)

キ
ー

ワ
ー
ド
:
　縁
起
、
新
長
谷
寺
、
藤
原
山
蔭

天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
吉
田
文
庫
が
所
蔵
す
る

『
新
長
谷
寺
縁
起
』
を
紹

介
す
る
。

一
、

『新
長
谷
寺
縁
起
』
の
伝
本
と
書
誌

同
文
庫
に
は
、
『
新
長
谷
寺
縁
起
』
四
伝
本
が
蔵
さ
れ
て
い
る
。

A

①

吉

田
山
新
長
谷
寺
縁
起
 
(写
軸

一
巻
/
吉
三
四
－
六
八
)

②

新
長
谷
寺
縁
起
 

(
写
軸

一
巻
/
吉
三
四
-
七
七
)

③

新
長
谷
寺
縁
起
 

(
写
軸

一
巻
/
吉
三
四
－
七
八
)
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Ｂ 

 
 

新
長
谷
寺
縁
起 

 
 

（
写
軸
一
巻
／
吉
三
四
―
七
六
） 

事
柄
を
述
べ
る
順
序
や
内
容
（
亀
の
報
恩
譚
と
総
持
寺
創
建
に
至
る
ま
で
の
経
緯

に
関
す
る
説
話
を
詳
述
す
る
か
否
か
な
ど
）
に
違
い
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
二
系

統
に
分
類
で
き
、
本
紹
介
で
は
、
本
文
系
統
を
異
に
す
る
二
伝
本
を
紹
介
す
る
。

ま
ず
、
翻
刻
す
る
伝
本
の
略
書
誌
を
記
す
。
両
伝
本
と
も
外
題
な
し
、
ま
た
は
後

補
の
外
題
で
あ
り
、
内
題
も
な
い
た
め
、
仮
題
と
し
て
、
本
稿
で
は
『
吉
田
文
庫

神
道
書
目
録
』
（
天
理
図
書
館
編
、
一
九
六
五
）
の
書
名
に
従
っ
て
お
き
た
い
。 

 

〔
書
誌
一
〕『（
新
長
谷
寺
縁
起
）
』
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
写
、
一
巻 

所
蔵 

天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
吉
田
文
庫
（
吉
三
四
―
七
八
） 

表
紙 

後
補
表
紙
、
常
磐
色
地
模
様
入
繍
表
紙 

見
返 

布
目
入
金
紙 

外
題 

な
し 

内
題 

な
し 

寸
法 

二
九
・
六 

× 

三
四
三
・
四
糎 

字
高 

二
二
・
二
糎 

 

料
紙 

楮
紙 

本
文 

吉
田
文
庫
蔵
『
吉
田
山
新
長
谷
寺
縁
起
』
（
吉
三
四
―
六
八
）
、
『
新
長
谷

寺
縁
起
』
（
吉
三
四
―
七
七
）
と
概
ね
一
致
す
る
。 

奥
書 

「
右
縁
起
者
、
左
金
吾
雅
豊
卿
所
被
／
書
写
也
。
別
有
一
巻
者
、
近
衛
博

陸
公
／
真
跡
也
。
住
持
沙
門
玄
智
需
予
／
奥
書
。
因
令
馳
禿
筆
訖
。
／
元

禄
八
年
十
二
月
廾
一
日 

左
武
衛
卜
部
朝
臣
（
花
押
）
」（
＊
句
読
点
等
私

付
） 

備
考 

木
箱
入
。
上
蓋
に
紙
が
添
付
さ
れ
て
い
た
様
だ
が
現
存
せ
ず
未
詳
。
料
紙

裏
に
金
切
箔
散
。
奥
書
の
記
述
を
『
公
卿
補
任
』
で
確
認
す
る
と
、
こ
の

縁
起
は
、
元
禄
八
年
に
左
衛
門
督
で
あ
っ
た
飛
鳥
井
雅
豊
（
一
六
六
四
ー

一
七
一
二
）
に
よ
り
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
同
年
に
左
兵

衛
督
で
あ
っ
た
卜
部
兼
連
［
吉
田
兼
敬
］
（
一
六
五
三
ー
一
七
三
一
）
に

よ
っ
て
奥
書
が
記
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
近
衛
関
白
は
、
近
衛
基
熙

（
一
六
四
八
ー
一
七
二
二
）
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
基
熙
筆
の
縁
起

に
関
し
て
は
未
詳
。
ま
た
、
当
時
、
新
長
谷
寺
住
持
で
あ
っ
た
と
い
う
玄

智
は
、
延
宝
九
年
（
一
六
八
一
）
成
立
の
『
東
西
歴
覧
記
』
に
名
前
が
確

認
で
き
、
同
一
人
物
と
考
え
ら
れ
る
。
吉
田
文
庫
蔵
「
新
長
谷
寺
関
係
書

類
」
（
吉
三
四
―
七
三
）
に
よ
る
と
、
玄
智
は
正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）

六
月
五
日
に
没
し
て
い
る
。 

 

〔
書
誌
二
〕『（
新
長
谷
寺
縁
起
）
』
江
戸
中
期
頃
写
、
一
巻 

所
蔵 

天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
吉
田
文
庫
（
吉
三
四
―
七
六
） 

表
紙 

後
補
表
紙
、
茶
色
地
模
様
入
繍
表
紙 

見
返 

布
目
入
金
紙 

外
題 

後
補
題
簽
「
新
長
谷
寺
縁
起
」 

内
題 
な
し 

寸
法 
二
七
・
六 

× 

四
六
三
・
四
糎 

字
高 

二
二
・
四
糎 

 

  
 
 
 

天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
『
新
長
谷
寺
縁
起
』

二



 

3 208    

料
紙 

楮
紙 

本
文 
先
に
示
し
た
Ａ
系
統
の
本
文
（
吉
三
四
―
六
八
・
吉
三
四
―
七
七
・
吉
三

四
―
七
八
）
と
は
別
系
統
の
本
文
。 

奥
書 

な
し 

備
考 

木
箱
入
。
上
蓋
に
「
当
寺
縁
起 

兼
好
法
師
筆
」
と
墨
書
さ
れ
た
紙
を
添

付
。 

 

二
、
翻
刻 

 

〔
凡
例
〕 

翻
刻
に
際
し
、
以
下
の
方
針
を
取
っ
た
。 

一
、
底
本
に
忠
実
を
期
し
、
改
行
は
底
本
の
ま
ま
と
し
た
。 

一
、
私
に
句
読
点
を
付
し
、
読
解
の
便
宜
を
図
っ
た
。 

一
、
旧
字
体
・
異
体
字
は
、
通
行
字
体
に
改
め
た
。
但
し
、
総
持
寺
、
播
磨
国
の

表
記
は
、
底
本
通
り
「
惣
持
寺
」
「
幡
磨
国
」
と
記
し
た
。 

一
、
補
入
は
行
頭
に
＊
を
付
し
、
本
行
に
加
え
た
。 

一
、
虫
損
汚
損
に
よ
る
判
読
不
能
箇
所
は
□
で
示
し
た
。 

一
、
私
に
傍
記
し
た
部
分
に
つ
い
て
は
、
全
て
丸
括
弧
に
く
く
っ
て
示
し
た
。 

 

［
註
記
］ 

一
、
〔
翻
刻
二
〕
の
＊
を
付
し
た
三
行
（
御
井
に
よ
っ
て
香
木
に
彫
ら
れ
た
銘
文

を
記
し
た
部
分
）
は
、
他
の
行
に
比
べ
小
さ
な
文
字
で
書
き
込
ま
れ
て
お
り
、

前
後
の
詞
書
を
書
い
た
後
に
、
書
き
加
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

［
附
記
］
本
書
の
閲
覧
及
び
翻
刻
を
許
可
し
て
い
た
だ
い
た
天
理
大
学
附
属
天
理

図
書
館
に
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
る
。 

  

〔
翻
刻
一
〕
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
吉
田
文
庫
蔵
『
新
長
谷
寺
縁
起
』（
【
吉

三
四
―
七
八
】） 

 

そ
れ
吉
田
山
新
長
谷
寺
は
、
陽
成
院
の 

御
宇
、
中
納
言
山
蔭
卿
の
建
立
也
。
本
尊
は
、 

十
一
面
の
観
世
音
。
頂
上
仏
と
宝
冠
の
弥 

陀
は
、
春
日
大
明
神
の
さ
つ
け
さ
せ
給
ふ
也
。 

む
か
し
、
称
徳
天
皇
神
護
景
雲
元
年 

丁
未
の
歳
、
春
日
大
明
神
、
ひ
た
ち
の
国
鹿 

島
よ
り
三
笠
山
へ
う
つ
ら
せ
給
ふ
と
き
、
供
奉
に 

さ
ふ
ら
ひ
け
る
中
臣
の
時
風
・
秀
行
と
い
ひ
け
る 

に
、
伊
賀
国
な
は
り
の
郡
夏
身
の
郷
と
云 

所
に
て
神
宣
有
け
ら
く
、
す
ゑ
の
代
に
皇
居 

と
な
ら
む
東
に
あ
た
り
て
必
す
垂
跡
あ
る 

へ
し
。
な
れ
ら
か
う
み
の
子
の
八
十
つ
ゝ
き
た
ゆ 

る
こ
と
な
う
つ
か
へ
ま
つ
る
へ
し
と
云
々
。
そ
の
か
み 

 
 
 
 

人
間
文
化
研
究 

７ 

二
〇
〇
七
年 

三
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ふ
た
り
か
中
へ
壱
つ
の
焼
栗
を
給
ひ
け
る
。 

植
を
き
け
れ
は
、
生
ひ
出
て
枝
葉
さ
か
へ
け
る
と 

な
む
。
は
た
し
て
、
陽
成
院
の
御
宇
、
元
慶 

六
年
壬
寅
の
と
し
四
月
中
の
子
の
日
、
平
安 

城
の
ひ
ん
か
し
神
楽
岡
の
ふ
も
と
に
降
臨 

あ
り
き
。
そ
の
こ
ろ
此
里
に
山
蔭
の
中
納
言 

し
る
よ
し
し
て
す
み
給
ひ
け
る
。
あ
る
夜
の
夢 

に
、
老
翁
一
人
、
榊
の
え
た
を
も
ち
、
南
庭
に 

た
つ
。
誰
人
な
ら
む
と
あ
や
し
ひ
問
に
、
我
は
こ
れ 

か
い
ひ
や
く
の
初
よ
り
、
天
照
大
神
の
み
こ
と 

の
り
に
よ
り
て
、
天
孫
に
そ
ひ
ま
つ
り
、
宝
祚 

を
ま
も
り
た
て
ま
つ
る
。
三
笠
山
の
老
仙
な
り
。 

今
、
平
安
城
の
東
に
勝
地
を
た
つ
ぬ
る
に
、 

此
所
な
り
と
宣
ふ
。
依
て
あ
け
の
日
、
庭
上
に 

く
た
り
、
そ
な
た
に
む
か
ひ
て
神
拝
せ
ら
れ 

け
れ
は
、
白
鷺
さ
か
き
の
枝
を
ふ
く
み
て
宿 

所
の
東
に
飛
く
た
り
、
又
、
白
鹿
四
頭
、
忽
然
と 

し
て
来
る
。
此
鷺
ふ
く
め
る
さ
か
き
を
山
蔭
卿 

に
さ
つ
け
た
り
。
神
宣
奇
瑞
、
一
な
ら
ね
ば
、
す
な 

は
ち
、
そ
こ
に
宮
居
つ
く
り
て
春
日
大
明
神 

を
勧
請
せ
ら
る
。
又
、
神
宮
寺
を
た
て
ゝ
、
本
地
の 

法
味
を
く
は
へ
ん
と
す
る
に
、
此
卿
、
そ
の
か
み
、
は
り 

ま
の
権
守
に
て
あ
り
し
と
き
、
惣
持
寺
の
本
尊 

を
つ
く
り
ま
つ
ら
ん
と
、
み
そ
き
を
も
ろ
こ
し
に
と
め
え 

て
、
は
せ
の
観
音
に
作
人
を
い
の
り
申
給
ひ
し
に
、 

大
士
、
童
男
の
身
を
現
し
、
千
日
こ
も
ら
せ 

給
ひ
て
、
か
の
尊
容
を
つ
く
り
給
ふ
。
件
の
仏
跡 

こ
の
地
な
れ
は
、
則
、
観
音
を
あ
か
め
ま
つ
り
、
新 

長
谷
寺
を
た
て
む
と
す
。
心
中
所
願
し
る
人
な
し
。 

た
ち
ま
ち
に
白
翁
現
し
、
頂
上
仏
と
宝
冠
の 

弥
陀
を
さ
つ
け
給
ふ
。
納
言
不
思
議
の
お
も
ひ 

を
な
し
、
た
れ
人
そ
と
と
ひ
給
ふ
に
、
か
の
老
仙
と
て
、 

南
を
さ
し
て
飛
去
ま
し
ぬ
。
さ
て
こ
そ
、
ま
か
ふ
す
ち 

な
く
春
日
大
明
神
の
さ
つ
け
ま
す
と
は
し
ら
れ 

け
れ
。
や
が
て
、
南
京
は
つ
せ
を
う
つ
し
、
四
尺
四
方
の 

石
座
に
こ
の
本
尊
を
安
置
す
。
そ
の
ゝ
ち
、
一 

条
院
の
母
后
、
東
三
条
の
女
院
と
申
た
て 

ま
つ
る
は
、
大
入
道
兼
家
公
の
御
む
す
め
円 

融
院
の
皇
后
也
。
当
寺
御
再
興
の
事 

あ
り
て
、
長
保
三
甲
寅
の
年
六
月
一
日 

上
棟
、
八
月
十
八
日
供
養
の
日
は
、
慈
恵
大
師 

の
直
弟
恵
心
院
の
僧
都
を
導
師
に 

請
せ
ら
る
。
前
後
七
日
、
紫
雲
た
な
び
き
、
天
花 

雪
の
こ
と
し
。
春
日
の
若
宮
、
白
山
大
権
現
、
大
弁 
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才
天
御
影
向
と
云
々
。
当
寺
鎮
守
の
社
是
也
。 

か
の
女
院
、
当
社
当
寺
を
御
信
仰
ま
し 

 〳
〵
て
、 

御
こ
ゝ
ろ
を
か
た
ふ
け
さ
せ
給
ふ
故
、
ね
か
ひ
と
ね
か 

は
せ
給
ふ
事
、
成
就
せ
す
と
い
ふ
こ
と
な
か
り
き
。 

一
条
院
永
延
元
年
に
、
此
か
す
か
を
勅
祭
に 

な
さ
せ
給
ふ
て
、
同
十
一
月
中
の
申
の
日
、
行
幸 

み
こ
と
の
り
し
て
、
右
大
臣
清
磨
公
七
世
の
孫 

神
祇
大
副
卜
部
兼
延
の
宿
祢
を
あ
つ 

か
り
と
し
、
彼
時
風
・
秀
行
二
流
の
子
孫
を 

祠
官
と
し
て
、
兼
延
宿
祢
に
つ
け
く
た
さ
る
。 

御
帝
御
崇
敬
あ
り
て
、
卯
月
中
の
子
の 

日
降
臨
の
日
な
れ
は
、
夏
ま
つ
り
と
し
、
十
一
月 

中
の
申
の
日
、
奈
良
ま
つ
り
に
准
し
て
、 

冬
祭
と
さ
た
む
。
依
て
上
摂
禄
大
臣
よ
り 

下
士
農
工
商
に
い
た
る
ま
て
、
信
敬
の
首 

を
か
た
ふ
け
す
と
い
ふ
事
な
し
。
長
和
五
年 

丙
辰
の
と
し
、
御
堂
関
白
殿
下
御
自
筆 

の
御
書
を
兼
延
宿
祢
に
た
ま
は
り
て
、
奈
良 

の
京
に
て
は
三
笠
山
を
氏
社
氏
寺
と
す
。 

平
安
城
の
こ
と
は
、
吉
田
を
も
て
三
笠
山 

に
准
し
て
崇
敬
あ
る
へ
し
と
云
々
。 

抑
、
中
納
言
山
蔭
卿
は
房
前
卿
よ
り
六
世
の 

孫
、
越
前
守
高
房
の
御
子
、
御
母
は
真
夏
卿 

の
御
む
す
め
也
。
此
卿
、
常
に
信
心
善
根
に
お
は 

し
て
、
仏
神
の
内
意
に
か
な
ひ
、
す
て
に
奇 

特
を
あ
ら
は
し
給
ふ
。
神
明
降
臨
の
清
浄 

地
と
い
ひ
、
薩
埵
影
向
の
霊
妙
場
と
い
ひ
、 

此
御
社
此
御
寺
へ
た
れ
か
は
ま
う
て
さ
ら
ん
。
又
、 

頂
上
仏
、
宝
冠
の
弥
陀
は
、
是
か
す
か
の 

さ
つ
け
さ
せ
給
。
因
茲
迷
妄
の
衆
生
、
神
仏 

二
見
の
想
を
破
り
、
ひ
ろ
く
一
心
の
源
に
か
へ
る 

へ
し
。
凡
聖
も
と
無
隙
、
智
愚
と
も
に
信
心
を 

お
こ
せ
、
一
た
ひ
あ
ゆ
み
を
は
こ
ふ
と
も
か
ら
結
縁 

い
か
て
む
な
し
か
ら
ん
。
惣
し
て
、
無
数
の
菩
薩 

の
中
に
観
音
の
功
徳
こ
と
に
す
く
れ
、
塵
刹 

の
衆
生
の
間
に
我
国
の
因
縁
も
つ
と
も
ふ
か
し
。 

ね
か
は
く
は
、
あ
ま
ね
く
大
悲
の
霊
感
に
応 

し
た
て
ま
つ
ら
ん
こ
と
を
。
冥
薫
加
被
力
、
い 

に
し
へ
、
い
ま
に
こ
と
な
る
な
き
も
の
を
や
。
貴
賤 

男
女
、
老
若
僧
俗
、
常
念
恭
敬
を
こ
た 

ら
す
は
、
つ
ゐ
に
は
か
り
な
き
福
寿
を
得 

た
て
ま
つ
ら
ん
も
の
な
り
。 

  

右
縁
起
者
、
左
金
吾
雅
豊
卿
所
被 
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書
写
也
。
別
有
一
巻
者
、
近
衛
博
陸
公 

 
真
跡
也
。
住
持
沙
門
玄
智
需
予 

 

奥
書
。
因
令
馳
禿
筆
訖
。 

  
 

元
禄
八
年
十
二
月
廾
一
日 

左
武
衛
卜
部
朝
臣
（
花
押
） 

  

〔
翻
刻
二
〕
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
吉
田
文
庫
蔵
『
新
長
谷
寺
縁
起
』（
【
吉

三
四
―
七
六
】） 

 

山
城
の
国
吉
田
山
新
長
谷
寺
と
き
こ
ゆ
る
は
、 

本
尊
観
世
音
菩
薩
に
て
わ
た
ら
せ
給
ふ
。 

愛
宕
の
郡
粟
田
の
郷
な
り
。
む
か
し
、 

陽
成
院
の
御
宇
に
藤
原
朝
臣
高
房
と 

い
ふ
人
い
ま
そ
か
り
け
り
。
淡
海
公
よ
り
五
代
の
孫 

に
て
越
前
守
な
り
し
。
そ
の
守
の
子
、
山
蔭
の
中
納
言 

と
い
ひ
し
。
ま
た
い
と
け
な
か
り
し
時
、
父
の
朝
臣
、
鎮 

西
の
方
へ
し
る
よ
し
あ
り
て
下
り
給
ふ
け
る
に
、 

淀
の
穂
積
の
あ
た
り
に
て
、
一
人
の
鵜
飼
か
生 

け
る
亀
を
と
り
も
て
と
か
く
し
け
る
を
、
高
房 

朝
臣
、
世(

に
カ)□

も
う
た
て
き
事
に
お
ほ
へ
て
、
お
ほ
く 

の
あ
し
を
つ
か
は
し
て
、
亀
を
は
水
に
は
な
ち
給
ぬ
。 

そ
の
日
た
れ
時
に
、
い
か
に
し
つ
る
な
ら
ん
、
か
の
具
し 

た
る
児
を
は
水
に
お
と
し
入
ぬ
。
い
と
あ
さ
ま
し 

と
い
ふ
も
さ
ら
也
。
そ
の
か
み
、
波
い
と
は
け
し
う
て 

す
へ
き
や
う
も
な
け
れ
は
、
父
の
朝
臣
か
な
し
ひ
に 

堪
て
、
か
く
ら
く
や
初
瀬
の
菩
薩
に
祈
り
申
て 

い
は
く
、
設
決
定
応
受
報
な
り
と
も
、
定
業
亦 

能
転
の
方
便
を
以
て
、
ふ
た
ゝ
ひ
あ
か
子
を
見
せ 

さ
せ
給
へ
と
そ
こ
は
く
の
願
を
立
て
給
ひ
、
こ
と
に 

千
手
の
尊
像
を
造
り
奉
ら
ん
と
念
し
て
、 

舟
を
た
ゝ
ち
に
押
も
と
し
つ
ゝ
、
そ
ゝ
ろ
に
都 

に
帰
ら
ん
と
し
給
ふ
け
る
時
、
き
の
ふ
は
な
つ
処
の 

亀
あ
や
ま
た
す
児
を
を
の
か
甲
に
負
て
、 

波
の
上
に
浮
き
来
ぬ
。
忍
を
知
り
、
ま
こ
と
を
い
た 

す
事
、
ひ
と
へ
に
亀
に
あ
り
と
い
へ
と
も
、
猶
是 

観
自
在
尊
の
波
浪
不
能
没
、
即
得
渉
所
の 

依
怙
と
な
り
給
ふ
と
よ
ろ
こ
ひ
お
も
ひ
て
、
朝
臣
、 

児
を
世
に
な
う
か
し
つ
き
給
ふ
て
け
り
。
然
と
も
、 

そ
の
か
み
、
ふ
る
き
ね
か
ひ
は
、
つ
ゐ
に
は
た
し
給
ふ 

折
な
く
て
、
高
房
身
ま
か
り
給
ひ
ぬ
。
ち
こ
も
い
は 

け
な
き
心
に
、
い
か
て
此
御
願
は
た
し
て
ん
と
の
み 

常
は
お
ほ
し
け
る
か
、
そ
の
比
、
遣
唐
使
あ
り
と
聞 

え
し
。
名
を
は
大
神
御
井
と
い
ふ
。
そ
の
人
に
あ
つ 
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ら
へ
つ
け
て
、
彼
つ
く
り
給
は
ん
、
ほ
さ
ち
の
御
衣
木
を 

人
の
国
ま
て
た
つ
ね
も
と
め
給
ふ
。
則
、
沙
金
一
百 

両
を
も
ろ
こ
し
へ
わ
た
さ
る
。
御
井
、
や
か
て
も
ろ 

こ
し
に
い
た
り
て
、
清
涼
山
仏
母
院
に
し
て
、
一
の
香 

木
を
得
た
り
。
是
栴
檀
香
樹
な
り
き
。
倩 

 

事
の
や
う
を
尋
ぬ
る
に
、
か
の
山
の
ふ
も
と
東
南 

す
み
に
大
な
る
江
あ
り
。
そ
の
中
に
余
た
と
し 

経
て
、
光
を
放
て
る
霊
木
あ
り
。
一
人
の
聖
人 

是
を
と
り
て
、
此
院
の
仏
像
を
つ
く
り
奉
ら
ん 

と
せ
し
か
、
こ
ゝ
ろ
さ
し
を
と
け
す
し
て
身 

ま
か
り
ぬ
と
い
ふ
。
御
井
、
か
の
金
を
此
山
に
施
入 

し
て
、
香
木
を
和
国
に
渡
さ
ん
と
し
け
る
を
、
か
の 

国
、
時
の
帝
の
い
さ
め
に
て
、
大
か
た
、
か
な
は
さ
り
け
り
。 

さ
る
を
、
御
井
い
か
ゝ
思
ひ
け
む
、
み
そ
か
に
香
木 

に
銘
を
ゑ
り
て
、
海
に
投
し
ぬ
。
そ
の
詞
に
云
、 

＊
栴
檀
香 

ノ

木 

ノ

長
三
尺
六
寸
、
周
四
尺
八
寸
、
其
形
方
也
。
是
日
本 

＊
国
越
前
守
藤
原
朝
臣
高
房
胤
子
造 

リ二

千
手
観
音 

ノ

像 

一

、
為 

ニレ

果 

二 

＊
亡
父 

ノ

所
宿
願 

ヲ一

、
所 

ノレ

誂
香
木
也
。
霊
精
験
有
守
護
冥
衆
愍
。
彼
孝
子
渡
海
無

 

レ

難
到 

二

其
所 

一

云
々
。 

此
木
、
つ
ゐ
に
あ
き
つ
島
ね
に
た
ゝ
よ
ひ
き
け
り
。 

児
も
や
う
や
く
と
し
長
、
お
と
な
に
成
給
ふ
て
、 

才
能
人
に
す
く
れ
、
朝
家
の
ほ
ま
れ
世
に
こ
え
て
、 

元
慶
五
年
七
月
十
二
日
幡
磨
守
に
任
す
。
同 

六
年
三
月
二
日
、
西
に
下
り
給
ひ
ぬ
。
は
り
ま
に
て
も 

亀
井
寺
と
い
ふ
を
山
の
ふ
も
と
に
た
て
給
ひ
け
る 

と
そ
。
ゝ
の
寺
の
調
度
、
お
ほ
く
は
亀
の
姿
を
ゑ
り 

付
て
侍
り
け
る
と
か
や
。
彼
国
の
記
な
と
に
も
、
い
か 

め
し
く
か
き
の
せ
た
り
と
な
ん
。
あ
る
時
、
守
の
御
も
と
へ 

土
民
来
り
て
い
ひ
け
ら
く
、
明
石
の
浦
に
こ
そ 

あ
や
し
き
木
、
海
に
あ
り
て
、
夜
毎
に
光
を
は
な
つ 

事
、
も
の
よ
り
こ
と
な
れ
と
申
。
納
言
あ
や
し
ひ 

給
ふ
て
、
海
士
と
も
お
ほ
く
か
つ
か
せ
見
給
ふ
に 

し
か 

 〳
〵
の
銘
あ
り
。
御
井
も
程
な
く
帰
朝
し
て 

事
の
よ
し
を
語
る
に
、
い
よ 

 〳
〵
有
難
ふ
お
ほ
え
て 

み
や
こ
に
帰
り
の
ほ
り
て
、
妙
像
を
造
ら
ん
と
覚
し 

け
る
に
、
摂
津
国
嶋
下
郡
、
今
の
惣
持
寺
に
て 

此
霊
木
を
し
は
ら
く
う
ち
を
き
け
る
か
、
又
も
た 

け
む
と
す
る
に
、
ほ
と 

 〳
〵
あ
か
ら
さ
り
け
り
。
納
言 

あ
や
し
ひ
て
い
は
く
、
此
所
に
跡
を
た
れ
給
ふ 

へ
く
は
、
ね
か
は
く
は
、
か
ろ
ら
か
に
あ
か
り
給
ひ
て
よ
。 

速
に
か
ら
ん
を
建
立
し
て
、
尊
像
を
あ
ら
は
し 

て
ん
、
と
あ
れ
は
、
か
ろ
き
こ
と
本
の
こ
と
し
。
つ
ゐ(

に
カ)□ 

花
洛
吉
田
の
亭
に
つ
き
ぬ
。
今
の
吉
田
の
社 

是
也
。
か
く
あ
や
し
き
事
、
世
に
お
ほ
け
れ
は
、 

貴
き
聖
人
し
て
造
り
奉
ら
ん
と
お
ほ
す
に
、 
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さ
る
人
あ
る
ま
し
け
れ
は
、
納
言
、
初
瀬
の
御
寺
に 

参
籠
し
て
祈
申
給
ふ
。
七
日
と
い
ふ
暁
の
夢
に 

貴
僧
御
帳
の
内
よ
り
出
て
つ
け
た
ま
は
く
、
汝
帰
ら
ん 

時
に
、
は
し
め
て
あ
ひ
見
て
ん
人
を
仏
師
と
頼
へ
し
。 

あ
な
か
ま
、
そ
の
人
か
ら
の
人
の
よ
し
あ
し
を
い
ふ
へ
か
ら
す 

と
あ
り
。
つ
と
め
て
帰
る
さ
に
、
御
寺
の
門
の
ま
へ
に 

十
四
五
は
か
り
の
小
童
、
あ
け
ま
き
も
う
ち
み
た 

り
、
布
衣
か
た
を
つ
ゝ
り
て
、
そ
の
さ
ま
か
た
ゐ
の 

や
う
な
り
し
か
と
も
、
教
の
ま
に 

 〳
〵
つ
く
り
奉
ら 

む
こ
と
を
語
り
け
る
に
、
二
月
は
し
め
の
午
の
日 

に
相
か
た
ら
ひ
て
、
納
言
は
い
そ
き
国
に
下
り
給 

ひ
ぬ
。
ち
き
り
し
日
あ
や
ま
た
す
童
来
れ
り
。 

人
皆
此
童
を
み
て
、
う
た
か
ひ
を
お
こ
し
け
り
。
童
も 

さ
あ
ら
ん
と
さ
と
り
し
り
て
、
こ
ゝ
ろ
み
の
た
め 

一
日
一
夜
に
し
て
、
た
け
五
寸
の
十
一
面
の
尊
像 

を
造
。
今
、
彼
寺
の
こ
ゝ
ろ
み
の
観
音
是
也
。
尊
像 

殊
妙
に
し
て
、
人
皆
う
た
か
ひ
を
解
け
り
。
彼
童
の 

い
は
く
、
千
手
の
尊
像
は
、
こ
と
所
に
籠
お
ゐ
て 

千
日
の
あ
い
た
に
造
り
奉
る
へ
し
。
其
間
、
日
毎
に 

一
度
の
供
物
を
備
よ
。
ゆ
め
仏
所
を
見
る
事 

な
か
れ
と
い
ひ
て
、
い
ひ
し
こ
と
、
ひ
か
し
に
去
て
、
方
丈
な
る 

室
に
童
子
と
御
衣
木
と
を
籠
め
て
、
ひ
と
つ 

の
窓
を
あ
け
て
そ
、
も
の
は
供
し
ぬ
。
は
た
し
て
、 

千
日
満
る
。
仁
和
二
年
五
月
十
五
日
暁
、
あ
ま
つ 

み
そ
ら
に
声
あ
り
て
、
長
谷
の
観
音
や
お
は
し 

ま
す 

 〳
〵
と
三
度
ま
て
い
ひ
け
れ
は
、
あ
り
し 

仏
所
の
か
た
に
声
有
て
、
も
の
い
ひ
さ
か
な
き
行 

基
か
な
と
い
ひ
て
、
仏
所
を
は
く
え
ら
か
し
、
南
を 

さ
し
て
さ
り
ぬ
。
納
言
い
そ
き
仏
所
を
見
給
へ
は
、 

三
尺
の
千
手
の
霊
像
ま
し
ま
す
。
色
相
誠
に 

尋
常
人
の
所
為
に
あ
ら
す
。
い
と
柔
和
に
し
て 

白
亳
眉
間
に
め
く
り
、
慈
悲
の
青
蓮
面
転
に 

ひ
ら
く
。
四
八
相
容
備
福
聚
、
八
十
随
好
具
愛 

敬
。
こ
れ
そ
長
谷
の
観
音
ま
こ
と
に
童
男
身 

を
現
し
て
造
り
給
ふ
な
る
へ
し
。
一
千
日
の
供 

ひ
と
つ
も
そ
こ
な
は
れ
す
し
て
な
ら
へ
置
け
り
。 

二
菩
薩
の
尊
容
、
悉
く
成
す
と
い
へ
と
も 

い
ま
た
堂
舎
の
か
ま
へ
に
は
お
よ
は
さ
り
き
。 

然
に
、
同
四
年
二
月
四
日
、
納
言
と
し
六
十
五 

に
し
て
薨
し
給
ひ
ぬ
。
遺
息
七
男
七
女
あ
り
。 

心
を
あ
は
せ
て
、
一
寺
数
宇
の
伽
藍
を
摂 

州
嶋
下
郡
に
営
作
あ
り
て
、
二
尊
利
生
の 

道
場
と
し
惣
持
寺
と
号
し
ぬ
。
納
言
在
生
の 

時
、
件
の
仏
跡
に
観
音
を
う
つ
し
つ
く
り
、
新 

  
 
 
 

天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
『
新
長
谷
寺
縁
起
』

八



 

9 202    

長
谷
寺
と
号
す
。
草
創
の
と
き
、
春
日
大
明 

神
、
白
翁
に
現
し
て
頂
上
仏
と
宝
冠
の 

阿
弥
陀
仏
と
を
授
け
給
ふ
と
也
。
南
京
長
谷
寺 

の
本
尊
の
ふ
ま
へ
さ
せ
給
ふ
石
座
を
分
て
、
四
尺 

四
方
の
碼
碯
の
座
に
本
尊
を
安
座
し
奉
る
。 

こ
れ
当
寺
十
一
面
の
御
本
尊
に
て
わ
た
ら
せ 

給
ふ
。
し
か
あ
り
し
よ
り
、
す
な
は
ち
、
吉
田
の
神
宮 

寺
と
崇
め
奉
る
。
そ
の
由
来
を
尋
る
に
、 

む
か
し
、 

 

称
徳
天
皇
神
護
景
雲
元
年 

 

丁
未
の
と
し
、
春
日
大
明
神
、
常
陸
国
鹿
嶋
よ
り 

三
笠
山
へ
う
つ
ら
せ
給
ふ
時
、
御
供
に
侍
ら
ひ 

け
る
中
臣
の
時
風
・
秀
行
と
い
ひ
け
る
も
の
に
、 

伊
賀
の
国
な
は
り
の
郡
夏
身
の
郷
と
い
ふ
所 

に
て
神
宣
あ
り
け
ら
く
、
末
の
代
に
皇
居 

と
な
ら
む
東
に
あ
た
り
て
か
な
ら
す
垂
跡
あ 

る
へ
し
。
な
れ
ら
か
う
み
の
子
、
や
そ
つ
ゝ
き
た
ゆ
る 

事
な
う
仕
へ
ま
つ
る
へ
し
と
也
。
そ
の
か
み
ふ
た 

り
か
中
へ
栗
と
い
ふ
も
の
た
う
ひ
て
け
り
。 

そ
れ
な
ん
焼

ヒて
け
る
に
て
あ
り
し
を
植
を
き 

け
れ
は
、
は
た
し
て
生
ひ
出
て
、
枝
葉
世
に 

さ
か
へ
け
り
。
此
事
の
も
と
あ
る
に
よ
り
て
こ
そ 

後
に
は
、
中
臣
の
植
栗
の
連
と
は
い
ひ
し
と
な
む
。 

は
た
し
て
、
此
神
、
約
に
た
か
は
す
、
元
慶
六
年 

 

壬
寅
と
し
四
月
中
の
子
の
日
、
平
安
城
の
東 

神
楽
岡
の
ふ
も
と
に
降
臨
あ
り
。
そ
の
比
、
中 

納
言
山
蔭
卿
と
申
せ
し
人
、
あ
る
夜
の
夢
に
、 

老
翁
一
人
、
榊
の
枝
を
持
て
、
南
庭
に
た
ち
や
す 

ら
ふ
。
か
れ
は
誰
そ
と
問
給
ふ
に
、
我
は
開
闢 

の
初
よ
り
、
天
照
大
神
の
神
勅
に
よ
り
て
、
天 

孫
に
そ
ひ
奉
り
て
、
天
日
嗣
を
守
り
奉
り
し
。 

今
、
平
安
城
の
東
に
勝
地
を
尋
る
に
、
此
所 

な
り
と
宣
ふ
。
依
て
そ
の
明
日
、
庭
上
に
下
り 

て
三
笠
山
に
む
か
ひ
て
、
神
拝
せ
ら
れ
け
る
に 

白
鷺
、
榊
の
枝
を
ふ
く
み
て
宿
所
の
東
に
飛 

下
り
、
又
、
白
鹿
四
頭
、
忽
然
と
し
て
来
る
。
白
鷺 

ふ
く
み
た
る
所
の
榊
の
枝
を
山
蔭
卿
に
授
く
。 

此
奇
瑞
に
感
し
て
、
則
社
を
た
て
春
日
大 

明
神
を
勧
請
せ
ら
る
。
新
長
谷
寺
も
同
し 

卿
の
建
立
な
れ
は
、
す
な
は
ち
、
吉
田
の
神
宮
寺 

と
す
。
そ
れ
よ
り
、
数
十
年
の
星
霜
を
経
て
、 

一
条
の
院
の
母
后
東
三
条
の
女
院
と
申
し 

奉
る
は
、
大
入
道
兼
家
公
の
御
女
、
円
融
院
の 

皇
后
な
り
。
当
寺
御
再
興
の
事
あ
り
て
、 

長
保
三
年 

甲
寅
年
六
月
一
日
上
棟
、
八
月
十
八
日 
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供
養
の
日
、
慈
恵
大
師
の
直
弟
恵
心
院
の 

僧
都
を
導
師
と
す
。
前
後
七
日
、
紫
雲
た
な 

ひ
き
、
天
華
雪
の
こ
と
し
。
春
日
、
若
宮
、
白
山 

大
権
現
、
大
弁
才
尊
天
御
影
向
と
云
々
。
則
、 

当
寺
鎮
守
の
社
是
也
。
彼
女
院
、
当
社
当
寺 

を
御
信
仰
あ
り
。
依
て
永
延
元
年
に 

吉
田
の
春
日
を
勅
祭
に
な
さ
れ
、
同
十
一
月 

中
の
申
の
日
、
行
幸
勅
あ
り
て
、
右
大
臣
清 

丸
公
七
世
の
孫
、
神
祇
大
副
卜
部
兼
延
宿
祢 

を
あ
つ
か
り
と
し
、
彼
時
風
・
秀
行
の
二
流
の
子 

孫
を
祠
官
と
し
て
、
兼
延
宿
祢
に
附
下
さ
る
。 

帝
御
崇
敬
あ
り
て
、
卯
月
中
の
子
の
日 

降
臨
の
日
な
れ
は
夏
祭
と
し
、
十
一
月
中 

申
の
日
、
奈
良
祭
に
准
し
て
冬
祭
と 

定
め
、
勅
祭
に
な
さ
れ
け
り
。
依
て
上
摂 

禄
大
臣
よ
り
下
士
農
工
商
に
及
ふ
ま
て
、 

敬
信
の
首
を
か
た
ふ
け
す
と
い
ふ
事
な
し
。 

長
和
五 

丙
辰
年
、
御
堂
関
白
殿
下
御
自 

筆
の
御
書
を
兼
延
宿
祢
に
給
は
り
て
、 

奈
良
の
京
に
て
は
、
三
笠
山
を
氏
社
氏
寺
と 

す
。
平
安
城
の
今
は
吉
田
を
以
て
、
三
笠
山
に 

准
し
て
崇
敬
あ
る
へ
し
と
云
々
。
抑
、
中
納
言 

山
蔭
卿
は
房
前
卿
よ
り
六
世
の
孫
、
越
前
守 

高
房
の
御
子
、
御
母
は
真
夏
卿
の
御
む
す
め
也
。 

文
徳
天
皇
の
御
宇
、
仁
寿
四
年
に
初
冠
し
て
、 

昇
進
め
て
た
く
、
中
納
言
ま
て
上
り
給
ふ
。
此 

卿
、
常
に
信
心
善
根
に
お
は
し
ま
し
て
、
春
日 

の
社
、
新
長
谷
寺
を
た
て
た
ま
ひ
、
う
み
の 

子
の
さ
か
へ
め
て
た
き
も
、
ひ
と
へ
に
此
社
此
寺 

の
応
護
に
あ
る
へ
き
を
や
。
し
か
れ
は
、
貴
き 

よ
り
賤
に
及
ふ
ま
て
、
信
心
の
ま
こ
と
を 

い
た
し
、
利
生
の
ち
か
ひ
を
た
の
ま
さ
ら
め 

か
も
。 

  

（
研
究
紀
要
編
集
部
は
、
編
集
発
行
規
程
第
五
条
に
基
づ
き
、
本
原
稿
の
査
読
を
論
文
審

査
委
員
会
に
依
頼
し
、
本
原
稿
を
本
誌
に
掲
載
可
と
す
る
判
定
を
受
理
す
る
、
二
〇
〇

七
年
五
月
八
日
付
）
。 
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